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主な補正予算 予算額

ふるさと納税事業

農業経営等復旧・継続支援対策事業費補助金

農業再生協議会負担金

鳥獣被害防止総合対策交付金

教師用教科書・指導書等購入事業

公共土木施設災害復旧事業

指定管理料の変更

22,692千円

8,525千円

13,764千円

16,373千円

18,392千円

75,969千円

21,581千円

令和５年

12月定例会

令和５年

12月定例会

提
出
さ
れ
た
議
案
28
件
を

　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
可
決

提
出
さ
れ
た
議
案
28
件
を

　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
可
決○

北
秋
田
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
・
第
８
号
）

○
令
和
５
年
度
北
秋
田
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
５
年
度
各
事
業
会
計
補
正
予
算

○
北
秋
田
市
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
阿
仁
合
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
大
阿
仁
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

12
月
定
例
会
の
主
な
議
事

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
12
月

19
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
案
10
件
、
補
正

予
算
案
10
件
、
単
行
議
案
８
件
の
計
28
件

並
び
に
陳
情
６
件
及
び
最
終
日
に
提
出
さ

れ
た
発
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
い

ず
れ
も
可
決
及
び
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
追
加
提
案
の
あ
っ
た

北
秋
田
市
阿
仁
合
財
産
区
管
理
委
員
の
選

任
、
北
秋
田
市
大
阿
仁
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
の
２
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

同
意
と
し
ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
令
和
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
８
億
２
６
２

５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
２
５
６

億
２
５
４
８
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
そ
の
予
算
額
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
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初
日
の
冒
頭
、
市
長
が
陳
謝　

　

今
定
例
会
の
初
日
の
冒
頭
、
津
谷
市
長

か
ら
令
和
５
年
度
分
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
及
び
関
連
対
策
事
業
の
コ
メ
新

市
場
開
拓
等
促
進
事
業
交
付
金
に
係
る
不

適
正
事
務
処
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
と
と
も
に
、
「
事
態
を
招
い
た
こ
と

を
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の

皆
様
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
わ
び

申
し
上
げ
る
。
」
な
ど
と
陳
謝
が
あ
り
ま

し
た
。

　

関
連
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す

る
大
綱
質
疑
で
は
、
「
再
発
防
止
は
具
体

的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。
市
職
員
全
体
に

ど
う
い
う
注
意
喚
起
を
し
た
の
か
。
」
と

の
質
疑
に
、
市
長
か
ら
は
「
今
後
の
業
務

遂
行
に
あ
た
り
、
一
人
に
抱
え
込
ま
せ
る

の
で
は
な
く
、
上
司
が
把
握
し
な
が
ら
同

僚
を
含
め
て
チ
ー
ム
で
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
し
っ
か
り
規
律
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
話
を
し
た
。
」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
、
市
長
と
副
市
長
の

管
理
監
督
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

減
給
条
例
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

 

議
案
第
93
号 

一
般
会
計
補
正
予
算

 

議
案
第
93
号 

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

 

不
適
正
事
務
処
理
の
関
連
予
算

　
　

 

不
適
正
事
務
処
理
の
関
連
予
算

○：賛成　●：反対　▼：欠席もしくは退席　除：除斥賛否が分かれた議案等の表決状況

久
留
嶋
範
子

堀
部　

   

壽

永
井　

昌
孝

杉
渕　

一
弘

虻
川　

   

敬

福
田　

牧
子

中
嶋　

洋
子

松
橋　

久
敏

板
垣　

   

淳

佐
藤　

文
信

佐
藤　

重
光

五
代
儀
義
富

小
笠
原　

寿

福
岡　

由
巳

佐
々
木
正
史

長
崎　

克
彦

採
決
結
果

所属会派・議員氏名
　　　　　採決結果

議　案　名

日本共産党
議員団

新創会

三
浦　

倫
美

可
決

【令和５年12月定例会／令和５年12月19日採決】 ※議長は採決には加わりません。

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○

採
択

清明会
公
明
党

議案第89号　北秋田市下水道条例等の

　一部を改正する条例の制定について

陳情第25号　秋田県に対して「子供の医療

費助成を中学から高校卒業まで引き上げ

ること」を求める意見書提出の陳情

採
択

陳情第24号　健康保険証廃止の中止につ

いて国に意見書提出を求める陳情
● ● ● ● － ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

● ● ● ● － ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

無会派

賛
成
・
反
対
討
論

賛
成
・
反
対
討
論

 

▼
議
案
第
89
号

 

反
対
討
論　

久
留
嶋 

範
子  

議
員

　

議
会
報
告
会
で
も
、
こ
れ
以
上
値
上
げ

し
な
い
で
と
の
声
が
出
さ
れ
た
。
決
算
剰

余
金
は
９
億
円
、
基
金
残
高
も
60
数
億
円

に
上
る
。
後
年
、
何
か
に
使
う
こ
と
に
な
る
。

な
ら
ば
今
、
市
民
生
活
の
た
め
に
使
う
べ

き
。

 

賛
成
討
論　

永
井 

昌
孝  

議
員

　

水
洗
化
率
と
下
水
道
提
供
区
域
外
の
割

合
か
ら
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
は
な
じ
ま

ず
、
先
延
ば
し
は
人
口
減
少
に
よ
り
将
来

さ
ら
に
負
担
率
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
利

用
料
の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
。

 

反
対
討
論　

福
岡 

由
巳  

議
員

　

諸
物
価
高
騰
の
折
、
市
民
の
生
活
は
厳

し
く
、
か
つ
、
公
共
料
金
引
き
上
げ
も
計

画
さ
れ
、
そ
の
最
中
の
値
上
げ
案
は
控
え

る
べ
き
。
ま
た
、
下
水
道
工
事
は
継
続
中

で
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
は
変
え
る

べ
き
で
な
い
。

 

▼
陳
情
第
24
号

 

賛
成
討
論　

三
浦 

倫
美  

議
員

　

人
命
に
か
か
わ
る
健
康
保
険
証
。
十

分
な
審
議
も
尽
く
さ
ず
、
ミ
ス
多
発
の

マ
イ
ナ
保
険
証
強
行
は
大
混
乱
を
ま
ね

く
。
「
現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な

い
で
。
」
の
国
民
多
数
の
声
を
国
に
届
け

る
べ
き
。

 

▼
陳
情
第
25
号

 

賛
成
討
論　

板
垣
　
淳  

議
員　

　

市
が
実
施
し
て
い
る
高
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
制
度
に
秋
田
県
が
助
成

し
て
く
れ
る
と
、
そ
の
分
、
市
の
財
源

が
浮
き
別
の
子
育
て
支
援
が
で
き
る
の

で
賛
成
。
こ
れ
に
反
対
す
る
意
味
が
分

か
ら
な
い
。

12月定例会最終日の様子は
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
５
件
、
予
算
案
３
件
、

陳
情
１
件
の
計
９
件
で
し
た
。

　

北
秋
田
市
教
育
に
関
す
る
事
務

の
職
務
権
限
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

「
移
管
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
総

合
計
画
の
施
策
の
推
進
、
住
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
組
織
体
制
、

事
務
の
効
率
化
な
ど
が
事
務
移
管

を
行
う
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
秋
田
市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
想
定

の
職
業
と
し
て
医
師
や
法
務
関
係

と
の
こ
と
だ
が
、
直
ち
に
採
用
を

見
込
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
に
至

っ
た
経
緯
は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
は
「
第
一
項
は
高
度
の

専
門
的
な
知
識
経
験
、
第
二
項
は

専
門
的
な
知
識
経
験
と
し
て
お
り
、

観
光
分
野
に
お
い
て
経
験
の
あ
る

方
を
任
期
付
で
採
用
を
検
討
し
て

い
る
た
め
の
条
例
提
案
で
あ
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　[委員長]小笠原 寿　[副委員長]五代儀義富　[委員]福田牧子／堀部　壽／板垣　淳／佐藤文信

総務文教常任委員会  ふるさと納税額１億円の追加補正 ふるさと納税額１億円の追加補正

12月定例会　常任委員会審査12月定例会　常任委員会審査

　

北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
減
免

の
内
容
が
所
得
割
と
均
等
割
は
減

免
に
な
り
、
平
等
割
は
な
ら
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
市
の
独
自
政
策

と
し
て
平
等
割
も
減
免
に
す
る
考

え
は
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

当
局
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
と
検
討

し
た
が
、
上
位
法
に
基
づ
き
所
得

割
と
均
等
割
と
し
た
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
総
務
部
総
合
政
策
課
の
審
査

の
中
で
、
委
員
か
ら
「
歳
入
１
億

円
を
計
上
し
て
い
る
根
拠
は
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
昨

年
度
の
実
績
よ
り
相
当
分
を
見
込

み
、
増
額
補
正
と
し
た
も
の
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

条
例
案
、
予
算
案
と
も
に
全
会
一

致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、

陳
情
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
採

択
し
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

小
笠
原 

寿
）

　

移
住
に
成
功
す
る
西
条
市
の
隣
に

は
、
ほ
ぼ
同
規
模
の
新
居
浜
市
が
あ
り
、

こ
こ
は
、
急
激
に
空
洞
化
が
進
ん
で

廃
校
と
な
っ
た
空
き
校
舎
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
て
利
用
し
た
「
ワ
ク
リ

エ
新
居
浜
」
が
あ
り
ま
し
た
。
指
定

管
理
で
運
営
さ
れ
、
感
性
を
は
ぐ
く

み
「
わ
く
わ
く
」
を
創
造
す
る
と
い

う
こ
の
施
設
は
、
校
舎
の
中
庭
に
人

工
芝
を
敷
き
詰
め
て
イ
ベ
ン
ト
広
場

に
し
、
併
設
の
給
食
調
理
室
を
食
堂

と
し
て
相
乗
効
果
を
高
め
、
教
室
跡

は
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ル
ー
ム
と
し
て
起
業
活
動
を
支

援
し
、
さ
ら
に
親
子
で
楽
し
め
る
木

育
広
場
や
完
全
防
音
を
施
し
た
ス
タ

ジ
オ
も
用
意
、
プ
ー
ル
で
は
淡
水
魚

の
実
験
養
殖
も
し
て
お
り
ま
し
た
。

（
文
責
者
：
副
委
員
長 

五
代
儀 

義
富
）

　

「
移
住
・
定
住
へ
の
取
組
み
、
廃
校
の

利
活
用
」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
テ
ー

マ
に
向
か
い
、
ど
こ
か
に
成
功
例
は
な

い
も
の
か
と
11
月
14
日
、
私
達
委
員
会

は
遠
く
四
国
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
西
条
市
、
人
口
お
よ
そ
10
万

人
余
り
の
こ
の
街
は
、
こ
こ
２
年
続
け

て
年
間
千
人
以
上
の
移
住
者
数
を
獲
得

す
る
「
移
住
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
で

し
た
。
「
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
」
と
銘
打

っ
た
同
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
、
高
校
を
卒
業
し
て
市
外
へ
向
か
う

学
生
達
に
会
員
登
録
を
呼
び
か
け
、

�
�
�
サ
イ
ト
を
通
じ
て
地
元
と
の
繋
が

り
「
地
元
愛
」
の
維
持
・
醸
成
に
努
め

て
い
ま
し
た
。
新
し
い
お
店
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
魅
力
発
信
は
も
と
よ
り
、
求
人

情
報
・
結
婚
支
援
事
業
や
各
種
補
助
金

制
度
を
紹
介
す
る
「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
設
置
す
る
な
ど
民
間
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
の
中
で
、
先

輩
移
住
者
の
声
掛
け
は
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
「
お

試
し
移
住
体
験
」
な
ど
も
好
評
と
の
事

で
し
た
。

西
条
市
・
新
居
浜
市
を

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

所
管
事
務
調
査
報
告

廃校を利活用したワクリエ新居浜（新居浜市）
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常任委員長審査報告（抜粋）常任委員長審査報告（抜粋）

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
３
件
、
予
算
案
７
件
、

単
行
議
案
１
件
、
陳
情
５
件
の
計

16
件
で
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
大
規

模
災
害
対
策
支
援
金
に
つ
い
て
、

７
月
の
水
害
で
住
居
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
消
防
団
の
方
へ
の
支
援
金

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
は
「
消
防
団
員
へ
の
支
援
金
で

は
な
く
、
市
町
村
の
消
防
団
全
体

に
対
し
て
の
支
援
金
と
な
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
か
ら
「
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
氏
名
欄
に
ふ
り
が

な
を
つ
け
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、
こ
の
改

修
に
よ
り
、
職
員
の
業
務
へ
の
影

響
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
業
務
へ
の
影
響
は
特
に
な
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

委
員
か
ら
「
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
に
つ
い
て
、
実
施
さ
れ
た

園
で
の
取
組
み
は
」
と
の
質
疑
が

あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
保
育
園
に

　[委員長]佐藤重光　[副委員長]三浦倫美　[委員]虻川　敬／佐々木正史／中嶋洋子

市民福祉常任委員会  大規模災害支援金は消防団へ 大規模災害支援金は消防団へ

通
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
た
ち
が

拠
点
に
来
て
話
を
し
た
り
、
相
談

を
し
た
り
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
秋
田
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
規
制
緩
和
に
な

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
場
所
が
想
定
さ
れ

る
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局

か
ら
は
「
蓄
電
池
容
量
の
大
容
量

化
へ
対
応
す
る
も
の
で
、
市
に
届

け
出
さ
れ
て
い
る
設
備
は
、
携
帯

電
話
中
継
局
、
電
話
局
、
テ
レ
ビ

電
波
塔
な
ど
の
非
常
時
に
作
動
す

る
た
め
の
蓄
電
池
と
な
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

条
例
案
、
予
算
案
、
単
行
議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
、
陳
情
の
う
ち
２

件
は
委
員
長
裁
決
、
ほ
か
３
件
は

全
会
一
致
で
採
択
し
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

佐
藤
重
光
）

お
け
る
育
児
機
能
を
補
完
す
る
た
め
、

平
成
12
年
11
月
か
ら
24
時
間
保
育
施

設
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヘ
ル
プ
保
育
園
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
就
労
、
病
気
、

介
護
、
出
産
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
の

事
由
に
よ
り
緊
急
ま
た
は
一
時
的
に

保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
人

を
対
象
に
、
生
後
８
週
間
か
ら
就
学

前
の
児
童
の
一
時
預
か
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
困

っ
た
時
に
」
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

保
育
園
と
し
て
利
用
者
は
年
々
増
加

し
、
子
育
て
支
援
の
象
徴
的
な
意
義

は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　
　

（
文
責
者
：
委
員
長 

佐
藤
重
光
）

　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
は
10
月
23
日

に
山
形
県
鶴
岡
市
、
25
日
に
新
潟
県
上

越
市
で
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

焼
却
発
電
の
取
組
み
に
学
ぶ

　

令
和
３
年
４
月
に
供
用
開
始
し
た
ご

み
焼
却
施
設
で
発
電
し
た
電
力
の
約
３

分
の
１
は
、
施
設
内
で
自
家
消
費
、
余

剰
電
力
は
売
電
し
て
市
立
小
中
学
校
等

に
供
給
す
る
な
ど
の
活
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。
燃
焼
設
備
の
焼
却
炉
の
処
理
能

力
は
１
日
１
６
０
㌧
、
発
電
量
は
年
間

約
２
０
０
０
万
㌗
ア
ワ
ー
、
一
般
家
庭

６
７
０
０
世
帯
相
当
。
自
家
消
費
は
約

７
５
０
万
㌗
ア
ワ
ー
。
余
剰
電
力
は
約

１
２
５
０
㌗
ア
ワ
ー
。
余
剰
電
力
の
約

40
％
は
市
の
電
気
小
売
者
に
売
電
。
事

業
者
が
電
力
を
小
中
学
校
等
に
供
給
し
、

電
力
の
地
産
地
消
を
行
う
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
「
暮
ら
し
の
安
心
」
を
支

え
る
多
様
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。　

　

子
育
て
支
援
の
先
進
事
例

　

上
越
市
で
は
、
核
家
族
化
の
進
行
や

女
性
の
社
会
進
出
の
増
加
等
に
伴
う
保

育
需
要
の
多
様
化
に
対
応
し
、
家
庭
に

鶴
岡
市
・
上
越
市
を

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

所
管
事
務
調
査
報
告

ごみ焼却施設を視察（鶴岡市）
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
３
件
、

単
行
議
案
７
件
の
計
11
件
で
し
た
。

　

北
秋
田
市
下
水
道
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
「
来
年
10
月
１

日
か
ら
の
使
用
料
改
定
で
あ
る
が
、

市
民
か
ら
、
こ
の
物
価
高
の
中
で

何
と
か
し
て
引
き
上
げ
な
い
で
維

持
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
議
会

報
告
会
の
中
で
あ
っ
た
。
引
き
上

げ
に
関
し
て
市
民
か
ら
の
意
見
は

な
か
っ
た
の
か
」
と
の
質
疑
に
、

当
局
か
ら
は
「
人
口
減
少
社
会
に

お
い
て
、
後
世
に
負
担
を
先
延
ば

し
す
れ
ば
、
今
よ
り
少
な
い
利
用

者
に
多
大
な
負
担
を
か
け
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
改
定
の
お
願
い

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
民
か

ら
意
見
は
頂
戴
し
て
い
な
い
が
、

審
議
委
員
会
で
審
議
を
い
た
だ
い

た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
北
秋
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
の
産
業
部
農
林
課
の

審
査
に
先
立
ち
、
産
業
部
長
よ
り

「
コ
メ
新
市
場
開
拓
等
促
進
事
業
交

付
金
に
関
わ
る
不
適
正
事
務
処
理
」

に
つ
い
て
報
告
と
お
わ
び
が
あ
り

　[委員長]杉渕一弘　[副委員長]松橋久敏　[委員]永井昌孝／福岡由巳／久留嶋範子／長崎克彦

産業建設常任委員会  下水道使用料金改定へ 下水道使用料金改定へ

12月定例会　常任委員会審査12月定例会　常任委員会審査

ま
し
た
。
審
査
に
お
い
て
、
委
員

か
ら
「
農
家
や
農
業
法
人
へ
の
説

明
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
」
と

の
質
疑
に
、
当
局
か
ら
は
「
再
生

協
議
会
の
幹
事
、
委
員
に
は
事
前

に
事
態
に
つ
い
て
報
告
と
お
わ
び

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
議
会

終
了
後
、
可
決
い
た
だ
い
た
際
に

は
速
や
か
に
関
係
者
に
通
知
を
出

し
て
支
払
い
の
作
業
を
し
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
交
付
金

の
算
定
基
礎
は
」
と
の
質
疑
に
、

当
局
か
ら
は
「
檻
が
１
基
あ
た
り

14
万
か
ら
15
万
円
で
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
実
績
や
今
後
の
春
先
の
ク

マ
出
没
を
想
定
し
て
合
計
額
を
積

算
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

条
例
案
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
ほ
か
は
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

（
委
員
長　

杉
渕
一
弘
）

ホ
テ
ル
は
学
校
の
保
養
所
を
再
生
し

た
も
の
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

大
学
の
ゼ
ミ
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
学

童
合
宿
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
利
用
は
企
業
内
の

チ
ー
ム
や
部
署
単
位
の
少
人
数
で
、

体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
重
要
と
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
市
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
、
提
携
と
い
っ
た
関
係
は
な

い
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
し

た
場
合
に
情
報
を
共
有
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
ホ
テ
ル
で
は
地
域
と
連
携
し
、

耕
作
放
棄
地
で
栽
培
し
た
サ
ト
ウ
キ

ビ
収
穫
体
験
や
ラ
ム
酒
蒸
留
所
見
学

ツ
ア
ー
の
企
画
な
ど
、
地
域
の
魅
力

を
発
進
し
た
誘
客
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

（
文
責
者
：
副
委
員
長 

松
橋
久
敏
）

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
11
月
８

日
に
静
岡
県
御
殿
場
市
、
９
日
に
千
葉

県
南
房
総
市
で
所
管
事
務
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

保
育
園
留
学
の
取
組
み

　

御
殿
場
市
は
、
富
士
山
麓
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
子
育
て
を
支
援
し
、
関
係

人
口
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令

和
５
年
６
月
か
ら
「
富
士
山
保
育
園
留

学
」
を
民
間
企
業
に
委
託
す
る
形
で
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
留
学
の
主

な
特
徴
は
、
①
居
住
地
の
近
く
で
留
学
が

可
能
（
東
京
都
か
ら
車
で
１
時
間
圏
内
）
、

②
富
士
山
の
麓
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環

境
、
観
光
資
源
の
存
在
、
③
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
「
富
士
山
Ｇ
コ
イ
ン
」
を
活
用

し
た
お
も
て
な
し
で
あ
る
と
の
説
明
で

し
た
。
７
家
族
の
利
用
実
績
（
視
察
時

ま
で
）
が
あ
り
、
両
親
と
子
ど
も
が
１

人
か
ら
２
人
で
、
１
家
族
あ
た
り
の
予

算
は
30
～
50
万
円
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
み

　

南
房
総
市
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
入
れ
て
い
る
「
ち
く
ら
つ
な
ぐ

ホ
テ
ル
」
で
話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
該

御
殿
場
市
・
南
房
総
市
を

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

ワーケーションの取組みを学ぶ（南房総市）

所
管
事
務
調
査
報
告

常任委員長審査報告（抜粋）常任委員長審査報告（抜粋）
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皆さまからの請願・陳情と意見書提出

件　　　名 請 願 ・ 陳 情 者 氏 名 結果 意見書

－

提出

採　択

学校における教員不足と長時間過密労働解消のた

めに、学級編制標準と基礎定数の改善による正規

教員増を国に要請することについての陳情

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇

改善について国に意見書提出を求める陳情

国民のいのちと健康を守るため、政府の責任で医

療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働

者の賃上げや人員増のため国に意見書提出を求め

る陳情

加賀屋　俊悦

秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　奥井　明子

秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　奥井　明子
採　択

提出採　択

健康保険証廃止の中止について国に意見書提出を

求める陳情

秋田県に対して「子供の医療費助成を中学から高

校卒業まで引き上げること」を求める意見書提出

の陳情

加齢性難聴者へ補聴器購入の補助を求める陳情

秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　奥井　明子

秋田県社会保障推進協議会

執行委員長　佐藤　幸美

全日本年金者組合北秋田支部

支部長　髙坂　豊實

北秋田市老人クラブ連合会鷹巣支部

理事長　渡部　道昭

採　択

採　択

採　択

提出

提出

提出

　第１回全員協議会が11月10日に開かれ、３つ

の案件について当局から説明があり、協議しました。

　―令和６年度組織機構改革について―
　多様化する市民ニーズや新たな行政課題に迅速

かつ柔軟に対応し、より効率的に推進するための

組織体制を確立することを目的として、観光文化

スポーツ部の新設、産業部の改編と産業政策課の

新設、建設部と水道局を統合し建設部とするもの

など、令和６年度からの組織機構の見直しについ

て説明がありました。

　―令和６年度以降のごみ処理方式の変更について―
　現在、市内２か所の埋立施設で処理している大

型木質ごみや粗大ごみについて、リサイクルセン

ターでの受入れを可能とすることや、これまで利

用可能な地区を限定していた長下処分施設の利用

を市内全域に変更するなど、埋立施設の延命化や

第１回

� 令和６年度以降のごみ処理方式の変更について

市議会 全 員 協 議 会
� 令和６年度組織機構改革について

市民の利便性向上、既存施設設備の有効活用を

図るために、ごみ処理方式の変更を検討すると

説明がありました。

　―下水道使用料の改定について―
　人口減少社会等による厳しい経営状況にある

現況下において、持続的かつ安定的な経営を確

保し、将来にわたり安全で快適な暮らしを維持

するため、下水道使用料について、令和６年10

月１日から19.3％の改定を行いたいとの説明が

ありました。議員から「物価高が続いているタ

イミングでの決断に当たり、市民負担との関係

はどのように考えているか。」との質疑があり、

当局から「物価高騰等の事情は承知しているが、

このまま赤字が増えていく状況で改定を先延ば

しすれば、人口が減っていく中で大きな負担を

しなければいけないため、できるだけ早く広く

お願いしたい。」との答弁がありました。

� 下水道使用料の改定について
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12月定例会　一般質問

 久留嶋 範子 議員（Ｐ９）

◆今後の物価高騰対策について

◆除排雪対策について

 五代儀 義富 議員（Ｐ９）

◆熊被害について

◆救急搬送体制について

◆元町跨線橋撤去後の対応について

 永井 昌孝 議員（Ｐ10）

◆情報発信について

◆空き家対策について

◆労働と移住定住について

 福岡 由巳 議員（Ｐ10）

◆鳥獣被害防止対策の徹底について

◆市制 20 周年記念事業について

◆森吉山県立自然公園の国立・国定公園昇格の

推進について

◆森吉山荘の早期再開について

 福田 牧子 議員（Ｐ11）

◆病児保育について

◆北秋田市の里帰り出産対策について

◆教員の働き方改革について

◆市役所内のＩＴ個人情報セキュリティ対策に

ついて

 板垣　淳 議員（Ｐ11）

◆佐竹県知事の問題発言について

◆クマ対策について

◆将棋のタイトル戦誘致について

◆市庁舎のあり方について

活かそう市民の声活かそう市民の声

　一般質問は、12月11日・12日の２日間で行われ、12人の議員が登壇しました。

一般質問一般質問市政を問う!市政を問う!

 小笠原 寿 議員（Ｐ12）

◆農林政策について

◆人口減少対策・産業振興策について

 佐々木 正史 議員（Ｐ12）

◆ＤＸ推進の結果と今後について

◆市内各イベントに対する市補助金の減額につ

いて

 虻川　敬 議員（Ｐ13）

◆通学路について

◆鷹巣陸橋の課題について

◆鳥獣被害について

◆地域交通について

◆道の駅たかのすについて

◆オンブズマン制度について

◆市役所の環境について

◆コンパクトシティ化へ向けての計画の提案

 長崎 克彦 議員（Ｐ13）

◆令和６年度の予算規模と主要な事業について

◆不稼働資産（建造物）対策について

◆坊沢字上野地区のため池について

 三浦 倫美 議員（Ｐ14）

◆公共交通の拡充について

◆災害対応について

◆地域に寄り添った業務体制の拡充について

 松橋 久敏 議員（Ｐ14）

◆機構改革について

◆鳥獣被害対策について

◆災害復旧について
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12月定例会　一般質問

上
回
る
場
合
は
秋
田
県
広
域
消
防
相
互

応
援
協
定
に
基
づ
き
応
援
を
要
請
す
る

と
し
て
お
り
、
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

　

元
町
跨
線
橋
撤
去
後
の
対
応
と
し
て

鷹
巣
陸
橋
の
西
側
歩
道
部
分
に
対
す
る

住
民
要
望
と
東
側
歩
道
部
分
に
対
す
る

常
任
委
員
会
の
意
見
へ
の
対
応
は
。

　

鷹
巣
陸
橋
に
つ
い
て
は
県
に
対
し
て

協
議
済
み
で
あ
り
、
西
側
歩
道
部
分
に

つ
い
て
は
歩
道
補
修
に
向
け
た
設
計
段

階
に
入
る
予
定
と
の
事
で
事
業
は
進
ん

で
お
り
、
早
期
の
工
事
実
施
に
向
け
て

引
き
続
き
協
議
を
行
う
。
東
側
歩
道
部

分
に
つ
い
て
は
自
転
車
の
退
避
場
所
ス

ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
と
い
う
認
識
に
変

わ
り
は
な
く
、
綴
子
川
堤
防
下
に
退
避

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
前

向
き
な
回
答
を
得
て
お
り
、
引
き
続
き

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

９
月
か
ら
販
売
し
た
ス
ー
パ
ー
プ
レ

ミ
ア
ム
付
応
援
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
と
な

っ
た
が
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
の
追
加
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

通
常
販
売
期
間
中
に
完
売
し
、
購
入

の
意
向
が
あ
る
市
民
に
お
お
む
ね
行
き

渡
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
市
民
生
活

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
加
え
、
地
域

経
済
の
活
性
化
へ
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
。
今
後
は
国
、
県
等
の
動
向
を
注
視
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

今
冬
こ
そ
低
所
得
者
、
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
に
福
祉
灯
油
助
成
の
考
え
は
な

い
か
。
県
は
２
年
ぶ
り
に
灯
油
購
入
費

補
助
を
４
千
円
を
上
限
に
半
額
助
成
す

る
と
し
た
が
、
当
市
で
も
ぜ
ひ
実
施
を
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
灯
油

購
入
費
を
助
成
す
る
た
め
、
補
正
予
算

案
で
追
加
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
の
追
加
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　

市
で
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
一
世

帯
７
万
円
の
給
付
と
、
子
育
て
生
活
応

援
事
業
や
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
を
実

施
す
る
。

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
除
排
雪
対
策

は
万
全
か
。
高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援
は
。

積
雪
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
家
屋

の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て
は
。
ま
た
、

通
学
路
の
安
全
確
保
は
十
分
か
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
へ
の
援
助
と

し
て
福
祉
の
雪
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

冬
季
間
の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。
空
き
家
対
策
は
、
所

有
者
な
ど
に
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
助

言
・
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
登
校
時
に

は
歩
行
に
支
障
の
な
い
路
面
状
況
を
確

保
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
く
。

 

五
代
儀 

義
富　

議
員

（
無
会
派
）

　

熊
に
よ
る
被
害
者
に
市
と
し
て
見
舞

金
を
支
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。
熊
被

害
は
自
然
災
害
で
は
な
い
の
か
。

　

熊
被
害
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
よ

り
自
然
災
害
で
は
な
く
不
慮
の
事
故
と

捉
え
て
い
る
。
従
っ
て
被
害
者
に
対
す

る
見
舞
金
は
考
え
て
い
な
い
。

　

救
急
車
両
の
保
有
台
数
を
超
え
る
搬

送
要
請
に
対
応
す
る
体
制
は
整
っ
て
い

る
か
。
い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
す
る

指
揮
・
命
令
体
制
と
な
っ
て
い
る
か
。

訓
練
は
充
分
か
。

　

特
に
詳
細
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
し
て

い
な
い
が
緊
急
通
報
を
覚
知
し
た
順
に
、

ま
た
、
同
時
に
複
数
覚
知
し
た
場
合
は

傷
病
者
の
数
・
程
度
に
よ
り
対
応
し
て

い
る
。
指
揮
に
つ
い
て
は
、
先
着
隊
の

長
か
ら
現
場
最
高
指
揮
者
へ
移
行
す
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
消
防
力
を

昨年の所管事務調査による鷹巣陸橋視察

 

物
価
高
騰
か
ら

　
　

市
民
の
暮
ら
し
守
れ

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 
久
留
嶋 

範
子　

議
員

放置されたままの空き家

Ａ Ｑ

Ａ

ＱＡ

Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

ＱＱＡ

Ａ  

熊
被
害
に
救
済
を
！

 
 

陸
橋
に
住
民
要
望
を
！
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る
職
員
以
外
の
外
部
か
ら
の
招
致
も
あ

る
か
。

　

森
吉
山
推
進
室
は
公
園
昇
格
の
早
期

実
現
等
の
た
め
に
外
部
人
材
の
活
用
の

ほ
か
環
境
省
へ
の
職
員
派
遣
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

森
吉
山
荘
は
休
館
し
て
廃
屋
同
然
で

あ
る
。
設
備
の
劣
化
が
進
む
前
に
民
間

譲
渡
あ
り
き
で
は
な
く
指
定
管
理
者
の

指
定
も
方
針
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
用
は
考

え
て
い
な
く
、
民
間
譲
渡
に
向
け
て
12

月
１
日
か
ら
再
募
集
を
始
め
た
。

　

湯
量
激
減
し
た
森
吉
山
荘
で
あ
る
。

既
存
の
温
泉
井
戸
を
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る

か
、
新
た
な
温
泉
水
確
保
す
る
か
を
新

年
度
予
算
に
示
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

山
荘
の
設
置
経
緯
か
ら
新
規
井
戸
の

掘
削
は
考
え
て
い
な
い
。
必
要
に
応
じ

て
源
泉
所
有
者
と
協
議
し
て
い
く
。

き
家
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
物
件
に
対
し

て
の
補
助
金
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

　

空
家
対
策
事
業
は
行
政
だ
け
で
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
事
業
。
民
間

事
業
者
と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
に
関
し
て
、
宅

建
業
者
の
協
力
や
民
間
の
月
刊
誌
へ
の

掲
載
等
に
よ
る
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
空
き
家
の
利
活
用
に
関
し
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
不
動
産
会
社
に
よ
る
活

用
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
域
の

民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く
。

　

賃
上
げ
を
考
え
る
企
業
は
多
い
が
実

施
で
き
て
い
る
企
業
が
少
な
い
。
賃
上

げ
を
促
す
施
策
を
。

　

商
工
会
や
企
業
懇
談
会
を
通
じ
賃
上

げ
を
働
き
か
け
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入

や
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
、
自
動
化
に
よ
る

生
産
性
向
上
を
図
り
産
業
振
興
推
進
条

例
な
ど
の
周
知
に
取
り
組
む
。

　

今
季
は
熊
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
極
力
抑
え
る

た
め
に
緩
衝
地
帯
の
拡
大
、
農
業
従
事

者
へ
の
支
援
等
独
自
と
し
て
も
予
算
を

大
幅
に
増
額
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

新
年
度
に
向
け
て
は
電
気
柵
購
入
の

補
助
対
象
者
の
拡
充
な
ど
新
た
な
対
策

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

再
来
年
３
月
22
日
の
市
制
20
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
市
史
編
さ
ん
体

制
を
確
立
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

市
史
編
さ
ん
は
時
間
や
労
力
を
要
す

る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　

森
吉
山
周
辺
の
国
立
・
国
定
公
園
昇

格
に
つ
い
て
、
市
当
局
は
環
境
省
へ
資

質
調
査
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

は
全
て
調
査
後
の
意
向
待
ち
。
ス
ピ
ー

ド
感
あ
る
要
望
活
動
を
行
う
た
め
、
設

置
予
定
の
森
吉
山
推
進
室
は
専
門
性
あ

Ｑ

12月定例会　一般質問

Ａ

　

市
街
地
で
の
熊
襲
撃
事
件
で
ヤ
フ
ー

ジ
ャ
パ
ン
ア
プ
リ
か
ら
の
情
報
発
信
が

活
用
さ
れ
た
の
は
１
度
の
み
。
そ
の
後

の
情
報
発
信
は
防
災
ラ
ジ
オ
で
行
わ
れ

外
出
者
に
は
情
報
が
行
き
届
か
な
か
っ

た
。
今
後
の
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ア
プ
リ

の
有
効
活
用
方
法
と
新
し
く
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
ア
プ
リ
で
の
情
報
発
信
は
で
き
な

い
か
。

　

被
害
防
止
の
観
点
か
ら
ヤ
フ
ー
ジ
ャ

パ
ン
ア
プ
リ
で
の
情
報
発
信
の
活
用
を

進
め
る
。
来
年
度
か
ら
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
進
め
る
。

　

特
定
空
家
等
解
体
撤
去
事
業
補
助
金

の
利
用
状
況
と
物
価
高
騰
に
よ
り
解
体

費
用
増
加
か
ら
補
助
額
の
増
額
の
検
討

を
。

　

こ
れ
ま
で
に
８
件
、
３
８
１
万
円
の

実
績
と
な
っ
て
い
る
。
管
理
不
全
な
空

（
清
明
会
）

 

永
井
　
昌
孝
　
議
員

外出先での情報受信

ＱＡ

Ｑ

Ａ

ＡＱ
 

福
岡
　
由
巳
　
議
員

（
無
会
派
）

ＡＱ

ＡＡ Ｑ Ｑ

国立・国定公園化候補地森吉山周辺

ＱＱ ＡＡ

 

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
の

 
 

　
　
　
　

情
報
発
信
を

「
市
独
自
の
熊
対
策
を
」

 

「
新
た
な
対
策
も
検
討
」
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ど
こ
か
ら
里
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
は
ク
マ
が
そ

の
性
質
を
変
異
し
て
勝
手
に
出
て
き
た

の
で
な
く
人
間
の
活
動
の
結
果
、
出
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
。
ゾ
ー
ニ
ン

グ
管
理
な
ど
の
根
本
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

栗
や
柿
の
木
の
伐
採
、
電
気
柵
購
入

に
補
助
を
出
す
。
根
本
対
策
に
は
広
域

的
な
対
応
が
必
要
な
た
め
県
と
連
携
し

て
取
り
組
む
。

　

市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
将
棋

の
タ
イ
ト
ル
戦
誘
致
を
。

　

大
変
興
味
深
い
提
言
。
十
分
研
究
し

た
い
。

　

市
本
庁
舎
に
総
合
案
内
、
多
目
的
ト

イ
レ
、
授
乳
室
、
オ
ム
ツ
交
換
台
を
。

合
川
庁
舎
に
エ
ア
コ
ン
を
。

　

い
ず
れ
も
設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
支
援
と
家
族

の
離
職
防
止
の
た
め
に
訪
問
保
育
の
導

入
の
考
え
は
あ
る
か
。

　

現
状
、
訪
問
保
育
の
ニ
ー
ズ
は
な
く
、

制
度
を
作
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
。

　

訪
問
保
育
制
度
や
訪
問
看
護
の
情
報

発
信
は
。
自
治
体
の
責
務
と
し
て
訪
問

保
育
制
度
の
導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

　

個
別
に
相
談
に
応
じ
た
い
。

　

里
帰
り
出
産
を
受
け
入
れ
る
施
設
が

市
内
に
は
無
い
。
現
状
は
能
代
で
の
出

産
、
距
離
的
に
遠
く
不
安
が
あ
る
。

　

近
隣
他
市
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。

　

里
帰
り
出
産
を
含
む
全
て
の
妊
婦
へ

の
相
談
の
支
援
強
化
を
。

　

支
援
体
制
の
検
討
を
す
る
。

12月定例会　一般質問

　

教
員
の
働
く
現
場
が
忙
し
く
、
両
立

は
困
難
で
第
二
子
を
諦
め
て
い
る
と
の

声
が
あ
る
。
時
間
外
労
働
の
実
態
は
。

　

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間
は
、
小

学
校
教
諭
37
・
５
時
間
、
中
学
校
教
諭

が
54
・
５
時
間
／
月
平
均
。
45
時
間
以

内
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

教
員
サ
ポ
ー
ト
を
教
員
免
許
取
得
者

と
し
て
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

　

当
市
の
教
員
サ
ポ
ー
ト
の
業
務
内
容

は
、
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
も

で
き
る
内
容
。
教
員
数
増
政
策
を
依
頼
。

　

個
人
情
報
保
護
対
策
の
職
員
研
修
は
。

　

研
修
は
未
実
施
。
計
画
中
の
段
階
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
難
く
、
目

的
の
ペ
ー
ジ
に
到
達
で
き
な
い
と
の
声

が
あ
る
が
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
専
門
家
の
採
用
が

必
要
で
は
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

 

板
垣
　
淳
　
議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

　

佐
竹
知
事
が
「
四
国
の
酒
は
う
ま
く

な
い
、
料
理
は
貧
乏
く
さ
い
」
と
問
題

発
言
を
し
た
。
市
長
と
し
て
抗
議
す
べ

き
。

　

抗
議
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
「
気
を

つ
け
て
く
れ
」
と
い
さ
め
る
話
は
し
た

い
。

　

ク
マ
出
没
に
ど
う
い
う
対
策
を
と
っ

た
か
。
き
め
細
か
い
情
報
提
供
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災

ラ
ジ
オ
、
広
報
車
の
巡
回
で
注
意
喚
起

を
し
た
。
ま
た
、
捕
獲
を
進
め
る
た
め

の
補
助
金
を
増
額
す
る
な
ど
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
は
�
�
�
で
も

配
信
す
る
。

　

過
疎
化
で
田
畑
の
耕
作
放
棄
地
が
増

え
、
藪
が
生
い
茂
り
、
栗
や
柿
の
実
が

放
置
さ
れ
、
動
物
は
ど
こ
ま
で
が
森
で

 

出
産
・
保
育
・
働
き
方

　

支
援
と
情
報
管
理
対
策

（
公
明
党
）

 
福
田
　
牧
子
　
議
員

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

ＡＱＡ

Ａ

Ｑ

 

ク
マ
出
没
の
根
本
対
策
を

ＱＡ

Ｑ Ａ

Ｑ

Ｑ ＡＡ

ＱＱＱ ＡＡＡ

ＡＱ
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市
内
各
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
補
助
金

減
額
に
つ
い
て
、
減
額
理
由
と
イ
ベ
ン

ト
に
対
す
る
当
局
の
ス
タ
ン
ス
は
。

　

合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
算
定
が
終

了
し
た
た
め
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
歳
出
全
体
を
見

直
し
た
た
め
減
額
と
な
っ
た
。
そ
れ
以

上
の
減
額
を
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、

公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
に
対
し
て

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
教
育
面
で

も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
か
等
精
査
し

な
が
ら
、
物
価
高
等
も
考
慮
に
入
れ
補

助
金
を
交
付
し
支
援
し
て
行
き
た
い
。

と
こ
ろ
確
立
し
て
い
な
い
が
、
今
あ
る

�
�
�
を
活
用
す
る
な
ど
、
高
校
生
を

は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
な
ど
で
仕
掛
け
づ
く
り
に
力
を
入

れ
、
「
北
秋
田
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
し

て
の
機
能
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

　

地
元
を
離
れ
た
大
学
生
や
専
門
学
生

な
ど
に
対
し
、
就
職
活
動
時
期
に
首
都

圏
で
市
内
企
業
の
斡
旋
窓
口
の
開
設
や

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を
。

　

「
あ
き
た
就
職
ナ
ビ
」
へ
の
市
内
企

業
等
の
登
録
を
勧
め
て
い
る
ほ
か
、
市

内
事
業
者
の
魅
力
を
発
信
、
紹
介
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築
に
向
け
進
め
る
。

　

大
館
能
代
空
港
の
利
便
性
を
活
用
し
、

地
元
定
着
を
図
る
た
め
に
も
、
市
内
在

住
の
若
者
や
子
育
て
世
代
に
対
し
、
往

復
１
万
円
く
ら
い
で
利
用
で
き
る
運
賃

助
成
を
。

　

早
期
購
入
や
タ
イ
ム
セ
ー
ル
で
割
安

に
購
入
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
に

努
め
る
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
が
完
了
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
業
務
に
Ｄ
Ｘ
が
生
か
さ
れ

そ
の
効
果
と
、
高
速
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
状
況
と
今
後
の
予
定
。
ま
た
、
高

齢
者
等
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
支
援
状
況

に
つ
い
て
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
た
結
果
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
に
て
、
保
育
関
係
の
支
給

や
児
童
手
当
の
現
況
届
・
介
護
支
援
認

定
や
、
転
出
入
な
ど
四
十
種
類
ほ
ど
の

手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と
な
っ

た
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
高
速
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
設
置
事
業
補
助
金
を
創
設
し
、
今

後
も
年
1
か
所
の
設
置
を
目
標
と
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
対
応
は
、
介
護
予

防
講
座
等
を
利
用
し
ス
マ
ホ
操
作
の
説

明
を
計
８
回
実
施
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
研
修
会
を
検

討
し
て
い
く
。

12月定例会　一般質問

Ａ

　

伐
採
後
の
民
有
林
の
再
造
林
面
積
の

実
績
が
低
い
。
熊
の
餌
と
な
る
実
の
な

る
広
葉
樹
の
ブ
ナ
・
ナ
ラ
は
ス
ギ
以
上

の
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
針
葉
樹

の
ス
ギ
と
の
「
針
広
混
交
林
」
の
再
造

林
を
促
す
こ
と
は
多
方
面
に
わ
た
り
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

針
広
混
交
林
化
は
山
林
の
機
能
保
全

が
維
持
さ
れ
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育

の
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
も
含
め
新
植
を

推
進
し
て
い
く
。

　

北
秋
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
に

対
し
、
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
立
ち
上
げ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
よ
る
会
員
登
録
制
度
の
「
北
秋
田

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
発
足
は
で
き
な
い

か
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
現
在
の

（
清
明
会
）

 

小
笠
原
　
寿
　
議
員

利便性を活用し若者定着を

ＱＡ

Ｑ

Ａ

ＡＱ
 

佐
々
木 

正
史
　
議
員

（
清
明
会
）

Ｑ

ＱＱ ＡＡ

 

熊
対
策
の
一
環
で

 
 

　

針
広
混
交
林
推
進
を

 

D
X
推
進
の
結
果
と

　
　
　
　

今
後
に
つ
い
て

約 40種類の手続きがオンラインで可能に
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市
有
の
稼
働
し
て
い
な
い
建
造
物
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
４
年
度
で
稼
働
し
て
い
な
い
物

件
は
25
施
設
。
今
後
、
現
状
把
握
に
基

づ
き
、
存
続
、
廃
止
、
除
去
の
中
か
ら

具
体
的
な
方
針
を
示
す
。
除
去
と
判
断

し
た
施
設
は
順
次
、
解
体
を
進
め
る
。

　

鷹
巣
産
業
会
館
は
現
在
老
朽
化
な
ど

の
影
響
で
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急

な
対
応
策
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

　

解
体
後
、
再
利
用
に
向
け
考
え
る
。

　

坊
沢
上
野
地
区
の
た
め
池
の
管
理
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　

法
定
外
公
共
物
に
位
置
付
け
ら
れ
、

除
草
な
ど
地
域
で
で
き
る
維
持
管
理
は

地
域
住
民
や
受
益
者
な
ど
で
行
っ
て
い

た
だ
く
。

　

近
隣
の
市
で
は
�
�
を
活
用
し
た
公

共
交
通
環
境
の
整
備
の
実
用
化
が
見
え

る
が
当
市
で
は
同
様
の
交
通
に
対
し
て

取
り
組
む
意
思
は
あ
る
か
。

　

今
後
、
乗
務
員
不
足
や
運
行
の
効
率

化
、
利
便
性
の
向
上
の
た
め
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
技
術
の

確
立
状
況
や
交
通
事
業
者
と
の
協
議
に

よ
り
、
導
入
時
期
を
判
断
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

路
線
バ
ス
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
、

地
域
交
通
関
係
各
社
を
一
体
の
地
域
交

通
会
社
に
ま
と
め
上
げ
、
市
営
で
一
元

管
理
の
下
、
効
率
よ
く
運
営
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

現
時
点
に
お
い
て
考
え
て
は
い
な
い

が
、
各
モ
ー
ド
の
連
携
に
よ
る
交
通
網

の
維
持
確
保
は
今
後
も
進
め
て
い
く
。

12月定例会　一般質問

　

イ
ン
フ
ラ
の
効
率
化
、
緊
急
時
の
安

全
性
な
ど
を
考
慮
し
冬
期
間
居
住
区
、

ま
た
は
通
年
の
居
住
区
間
、
水
道
下
水

道
等
生
活
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
提
供
エ
リ

ア
の
設
定
な
ど
を
提
案
し
、
全
市
民
が

安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
環
境
を
目

指
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
取
り

組
ん
で
は
い
か
が
か
。

　

市
民
が
生
活
し
や
す
い
環
境
や
幸
福

度
な
ど
人
間
が
幸
せ
に
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
な
要
素
は
多
様
で
あ
り
、
効

率
ば
か
り
を
優
先
さ
せ
住
居
の
移
転
を

求
め
る
こ
と
は
、
多
く
の
方
々
に
負
担

を
増
加
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
定
義
や
形

態
な
ど
一
様
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

取
り
組
め
る
こ
と
が
あ
る
か
調
査
と
研

究
を
し
て
い
く
。

 

長
崎
　
克
彦
　
議
員

（
清
明
会
）

　

当
市
の
予
算
歳
入
は
地
方
交
付
税
、

国
県
支
出
金
、
市
税
等
の
自
主
財
源
な

ど
で
あ
る
。
歳
出
は
義
務
的
経
費
、
近

年
の
災
害
負
担
助
成
金
、
住
民
か
ら
の

財
源
を
伴
う
要
望
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
予
算
規
模
と
主

要
な
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　

編
成
作
業
中
で
規
模
的
な
数
字
を
示

せ
る
状
態
で
な
い
。
歳
入
総
額
に
占
め

る
割
合
が
大
き
い
一
般
財
源
の
地
方
交

付
税
は
例
年
ベ
ー
ス
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
全
て
の
子
供
・
子
育
て
世
帯
を

切
れ
目
な
く
支
援
す
る
施
策
の
充
実
や
、

高
齢
者
対
策
の
事
業
の
推
進
、
国
立
・

国
定
公
園
化
を
目
指
す
森
吉
山
を
中
心

と
し
た
観
光
資
源
へ
の
取
組
み
、
全
て

の
市
民
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
受
け
ら
れ
る

�
�
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

 

地
域
交
通
の

　
　
　

行
く
末
を
考
え
る

（
新
創
会
）

 
虻
川
　
敬
　
議
員

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

ＱＱ ＡＡ

ＱＡ

ＡＱ

 

令
和
６
年
度
の
予
算
と

　
　
　
　
　

主
要
な
政
策
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大館市の IT活用交通
（写真提供：大館市）

解体予定の産業会館



　

公
金
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
基
本

的
に
２
人
体
制
、
出
張
所
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
同
じ
対
応
に
な
る
。

　

ク
マ
対
策
に
つ
い
て
、
緩
衝
帯
の
整

備
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
照
ら
し
、

検
討
す
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
、
二
ホ
ン
ジ
カ
の
増
加
を

防
ぐ
対
策
は
。

　

く
く
り
わ
な
の
追
加
購
入
と
捕
獲
数

の
向
上
に
向
け
た
わ
な
設
置
講
習
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
狩
猟
期
間
で
の

捕
獲
拡
大
を
目
指
す
。

　

災
害
復
旧
に
つ
い
て
、
入
札
不
調
へ

の
取
組
み
は
。

　

余
裕
の
あ
る
工
期
設
定
と
早
期
の
契

約
に
つ
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

７
月
大
雨
災
害
派
遣
は
「
災
害
時
に

お
け
る
秋
田
県
及
び
市
町
村
相
互
の
応

援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
く
秋
田
市
、

男
鹿
市
、
五
城
目
町
か
ら
の
要
請
に
各

部
署
を
調
整
し
、
連
続
３
日
１
サ
イ
ク

ル
で
延
べ
１
０
９
名
派
遣
。
被
災
家
屋

現
地
調
査
、
り
災
証
明
書
発
行
支
援
、

災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場
の
運
営
支
援
等

に
従
事
。
派
遣
職
員
の
経
験
を
当
市
の

災
害
対
応
に
反
映
し
活
か
し
て
い
く
。

　

災
害
時
の
避
難
情
報
。
旧
町
ご
と
の

中
心
的
避
難
所
と
同
時
に
各
現
場
の
状

況
に
応
じ
た
避
難
所
の
情
報
発
信
を
。

　

今
後
は
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
と

協
議
・
連
携
し
、
状
況
に
応
じ
た
最
寄

り
の
避
難
場
所
の
開
設
も
検
討
す
る
。

　

地
域
に
寄
り
添
っ
た
業
務
体
制
を
。

　

地
域
課
題
に
担
当
課
や
各
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
連
携
し
解
決
に
努
め
る
。

　

機
構
改
革
で
前
田
、
大
阿
仁
出
張
所

の
開
所
時
間
を
短
縮
（
９
時
～
15
時
）

す
る
理
由
は
何
か
。
時
間
短
縮
に
よ
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し
な
い
か
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
過

去
３
年
間
の
1
日
当
た
り
の
平
均
利
用

人
数
は
、
前
田
出
張
所
12
・
９
人
、
大

阿
仁
出
張
所
10
・
８
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
減
少
し
て
い
く
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
出
張
所
事
務

を
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
係
の

所
管
と
し
、
適
正
な
人
員
配
置
及
び
業

務
の
効
率
化
、
平
準
化
を
目
指
す
。
時

間
短
縮
と
な
っ
て
も
、
事
前
の
連
絡
が

あ
れ
ば
従
来
通
り
の
時
間
帯
で
柔
軟
に

対
応
す
る
。
来
庁
が
困
難
な
方
へ
の
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

　

出
張
所
の
配
置
職
員
を
１
人
に
し
、

通
常
時
間
で
の
勤
務
が
で
き
な
い
か
。

出
張
所
の
開
所
時
間
の

　
　
　
　

短
縮
に
つ
い
て

Ｑ

12月定例会　一般質問

（
清
明
会
）

 

松
橋
　
久
敏
　
議
員

Ｑ

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
増
沢
・
市
民

病
院
線
」
、
「
市
民
病
院
南
線
」
、
「
市
民

病
院
西
線
」
増
便
の
経
緯
と
努
力
は
。

　

市
民
の
声
を
受
け
、
午
後
診
療
や
買

い
物
帰
り
の
利
用
に
も
対
応
す
る
た
め
、

各
業
者
の
理
解
協
力
を
得
て
増
便
し
た
。

　

情
報
弱
者
へ
も
増
便
周
知
を
。
対
象

地
域
に
紙
の
チ
ラ
シ
等
で
全
戸
配
布
を
。

　

地
域
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
は
検
討
す
る
。

　

実
施
２
年
目
の
路
線
バ
ス
定
期
券
補

助
、
じ
ょ
う
も
ん
パ
ス
の
利
用
状
況
は
。

　

周
知
と
利
便
性
が
広
が
り
利
用
者
増
。

申
請
件
数
は
昨
年
度
同
時
期
比
、
約
１
・

４
倍
。
学
生
の
利
用
は
約
１
・
９
倍
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
有
効
活
用
は
。

　

混
乗
な
ど
も
含
め
、
課
題
を
整
理
し
、

改
善
策
を
探
っ
て
い
く
。

　

他
自
治
体
へ
の
災
害
対
応
、
応
援
職

員
派
遣
の
庁
内
調
整
や
業
務
内
容
は
。

 

地
域
に
寄
り
添
っ
た

　
　

業
務
体
制
の
拡
充
を

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

三
浦
　
倫
美
　
議
員

ＡＱＡＱ Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＱＡ ＱＡ

Ｑ

大阿仁出張所の窓口

ＡＱＡＱ

ＡＱＱＡ Ａ

増便を伝えた広報 10月号
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　10月21日・22日、産業祭で市議会として初のブース出展を

させていただき、11月12日、市内４か所で議会報告会を開催

させていただきました。多くの皆様から貴重なご意見やご要

望等を頂戴することができました。皆様からのお声は各議員

で共有させていただきますとともに、市当局へも伝えさせて

いただきます。

　ご参集いただきました皆様には心より感謝申し上げます。

今後とも貴重なご意見を賜りますようお願い申し上げます。

　要望や意見として、熊の市街地への出没

が増えて空き家が隠れ家になっているので

はとの意見や、捕獲用檻を設置しているが

住民への通知が必要。来年も里へ出てくる

可能性が高いため、要所に看板を設置して

はとの意見がありました。

　空き家対策として、積雪時などに雪下ろ

しがされないため倒壊するので、早急な対

策をとってほしいとの声がありました。

　打当温泉手前の「遊々ガーデン」を活用

してマタギの湯などの誘客を増やせないか。

また、合併当初の基金はどうなっているか

などの質問がありました。

　議会報告後、質疑応答に入りました。人

数は少なかったものの、活発な意見交換が

行われました。「ふるさと教育」で、誇り

と感謝は持つがなかなか将来に繋がらない。

東京圏などから戻った時に働く場所をどう

してつくるか。

　熊対策と食肉加工所を作りジビエ販売を。

給食を無農薬の材料にし、給食費は無料に。

　観光客も目にする空き家の放置状態に、

市の対策が追いつかない。人口減少対策。

　農業のことなど、地域課題をしっかり受

け止めました。皆様の心配な思いを市当局

にも届けて、10年後20年後を見据えて、議

会活動に活かしてまいります。

参加者 ７名参加者 ７名森 吉 地 区

参加者 11名参加者 11名

　空家対策と人口減少対策をテーマに意見

交換を行いました。空家対策では、所有者

の把握状況、納税に関する質問のほか、火

事の心配、落雪処理が町内会の負担になっ

ているとの報告がありました。人口減少対

策では、女性の働く環境の整備、若者が住

みやすい街づくり、働く場の確保として６

次産業化の取組みなどの要望がありました。

テーマ以外では、大館能代空港の愛称「あ

きた北空港」を北秋田市が印象づけられる

愛称への変更提案のほか、下水道料金の引

上げに反対する意見がありました。皆様の

声は今後の議会活動に活かしてまいります。

　熊対策として議会が話し合い、対応につ

いて情報発信をしたら市民は安心すると思

うとの意見がありました。さらに高齢社会

の対策のためには、各総合窓口センター職

員等が集落に足を運んで実情を理解して欲

しい。合川地域は、一時避難場所の提供を

するなど自治会内の共助が実施されていま

すが、高齢化による限界があり、冠水で通

行止めにも関わらずセントラル合川が避難

場所と広報され、住民が混乱したという現

状の課題を踏まえ、今後の議会活動に活か

してまいります。

鷹 巣 地 区参加者 ９名参加者 ９名合 川 地 区

参加者 13名参加者 13名阿 仁 地 区

議 会 報 告 会 / 産 業 祭 議 会 ブ ー ス議 会 報 告 会 / 産 業 祭 議 会 ブ ー ス

 議会報告会テーマ 「人口減少」と「空き家問題」

議会報告会 阿仁地区
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北秋田市が優先すべき政策は？ (回答者 82 名 )

産業政策 42.7％　 少子化政策 57.3％

北
秋
田
市
議
会
だ
よ
り

令
和
６
年
２
月
1
日

N
O
.81

編
集
　
広
報
特
別
委
員
会

発
行
　
北
秋
田
市
議
会

〒
0
1
8
-
3
3
9
2
 
秋
田
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北
秋
田
市
花
園
町
1
9
番
1
号

☎
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-
6
6
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4
 
F
A
X
0
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8
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-
6
2
-
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8
4
5

議 会 の 動 き

＜10月1６日～１月15日＞

10
月
10
月

広 報 特 別 委 員 会広 報 特 別 委 員 会広 報 特 別 委 員 会

五代儀義富

佐々木正史

中 嶋 洋 子

委 員 長

委 員

委 員

福 岡 由 巳

久留嶋範子

佐 藤 文 信

副 委 員 長

委 員

委 員

　産業祭議会ブースでのアンケー

ト結果とお越しいただいた皆様か

らのご意見等について一部抜粋し

てお知らせします。

・子供たちが雨の日でも遊べる場所を。

・もっと職場が欲しい。

・産業発信力が大切！働く職場を作り出す（～75歳まで気軽にゆっ

くり働く場）

・保育園の子供たちに！保育士に！支援をお願いします。未来の子

供たちのために・・・。

・各自治会館にエアコン付けてほしい。

・マタニティ教室の周知を！若い人の交流の場を。

・農業改革に力を入れてほしい。続けていくのが大変。肥料、機械

は１００万近い農業政策支援強化を。

・休みやすい環境、子育ての両立が難しい。教員免許を持ったサポ

ーターがいるとよい（教員）

・市民のため、よく頑張ってくださる議員の方々に感謝しています。

・自分が死んだ後の家や土地の処分について対策を。

・議員の数を半分に。

・障害ある子が大きくなってからも住み慣れた地元で暮らして働く

場があると市外に行かなくてもよいので助かる（親として）

・物価高対策。

・駅前の活性化。

・住宅を更地にすると税金が高い。対策を。

・元気のある街に！！

・耕作放棄地の草木が伸びて熊やイノシシがくる。何とか所有者に

言うとか、所有者がいないところの対策を。

・北秋田市の特徴を押し出すＰＲが足りない。動きが見えない。要

望する気にならない。あきらめの気持ちで暮らしている。

・セレモニーができるホールやホテルが市内に欲しい。

・議員とこどもたちとの交流をしてほしい。

・交通の拡充。各集落を回って病院に行く便を。

・賃金が安い、特に男性。共働きしないと生活できない。

・子育て支援の拡充をしてほしい。

　議会報告会・産業祭議会ブースともに、今回掲載できなかったも

のも含めて、たくさんのご意見等をいただき、ありがとうございま

した。
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12
月
12
月

11
月
11
月

１
月
１
月

17日・全国民間空港所在都市議

会協議会第104回臨時総会

18日・広報特別委員会

20日・秋田県北部市議会連絡協

議会総会・研修会

21日・北秋田市産業祭 （～22日）

23日・市民福祉常任委員会所管

事務調査（～25日）

25日・全国市議会議長会研究フ

ォーラム（～26日）

31日・議会運営委員会

２日・秋田県市議会議員研修会

７日・産業建設常任委員会所管

事務調査（～９日）

10日・第１回全員協議会

12日・議会報告会

13日・令和５年度秋田県北部地

域秋期合同要望活動

14日・総務文教常任委員会所管

事務調査（～16日）

　　・北部市議会連絡協議会要

望活動

15日・日本海沿岸東北自動車道

沿線市町村建設促進大会

21日・秋田県市議会議長会臨時会

　　・秋田県知事との行政懇談会

　　・令和５年度秋田県北部地

域秋期合同要望活動

27日・議会運営委員会

28日・小阿仁川水系対策委員会、

小阿仁川筋ダム対策協議会

29日・議会運営委員会

　　・矢坂糠沢線整備促進期成

同盟会監査

６日・矢坂糠沢線整備促進期成

同盟会理事会、総会

７日・12月定例会（初日）

　　・広報特別委員会

11日・本会議　一般質問①

　　・議会運営委員会

12日・本会議　一般質問②

13日・総務文教常任委員会

　　・市民福祉常任委員会

　　・産業建設常任委員会

19日・12月定例会（最終日）

　　・議会運営委員会

21日・森吉エリア国立・国定公

園化推進議員連盟研修会

10日・市民福祉常任委員会所管

事務調査

12日・広報特別委員会

産業祭議会ブース ≪アンケート結果／ご意見等≫
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